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鳥取大学医学部の学生の皆様へ 

 

「中小企業と大学生における保健指導の機会を利用した 

減酒支援プログラムの介入効果検証に関する研究」にご協力ください 
 

鳥取大学医学部環境予防医学分野では、表記の研究を厚生労働科学研究費補助金を受けて

実施しています。飲酒される 20 歳以上の学生さんの機会大量飲酒、ビンジ飲酒の頻度を減

らすために短時間の教育プログラムの効果を調べるものです。 

（以下の、研究の概略図を参照ください） 

 

参加いただける方の条件 

・20 歳以上の飲酒者で過去に機会大量飲酒、ビンジ飲酒の経験のある人 

※機会大量飲酒とは、過去に一度に純アルコール 60g 以上を飲酒すること 

※ビンジ飲酒とは、2 時間に純アルコール 50g 以上を飲酒すること 

※ビールなら 500ml、日本酒なら 1 合で純アルコール 20g を含みます 

・いままでにアルコール依存症と診断されていない人 

・妊娠中ではない人 

参加いただく方には、個別に説明して、同意を取らしていただきます。 

参加者の個人情報は漏れることないように厳正に管理いたします。 

【研究の概要】 

 

研究責任者 

 尾崎米厚（環境予防医学分野） 

 電話 0859-38-6103 Fax 0859-38-6100 

 

連絡先 

 環境予防医学分野 尾崎米厚、桑原祐樹 

 電話 0859-38-6103 電子メール c-tanaka@tottori-u.ac.jp 

 

＊この研究に関する情報は、鳥取大学医学部のホームページに掲示しております。 

1 
 


